
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
の
刑
事
制
裁

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
に
は
、

い
る
。

イ
パ
ン
島

(
S
a
i
p
a
n
)

は

じ

め

に

一
．
は
じ
め
に

二
．
刑
事
裁
判
制
度

三
．
刑
事
制
裁

四
．
お
わ
り
に

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国

(
R
e
p
u
b
l
i
c
of t
h
e
 M
a
r
s
h
a
l
l
 I
s
l
a
n
d
s
)
 

四
七

の
東
に
あ
る
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
島
嶼
国
家
で
あ
る
。
昭
和
一
―
九
年
(
-
九
五
四
年
）

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
水
爆
実
験
で
被
爆
さ
せ
ら
れ
た
ビ
キ
ニ
環
礁
を
擁
す
る
。
総
面
積
は
一
八
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
て
、
大
阪
府
の

1
0
分
の
一
程
度
で
あ
る
。
人
口
は
、
約
六
万
人
で
あ
る
。
首
都
は
マ
ジ
ュ
ロ

(
l
)
 

メ
ラ
ネ
シ
ア
か
ら
遅
く
と
も
紀
元
前
後
に
は
抗
散
が
行
な
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。

(
M
a
j
u
r
o
)
 
で
あ
り
、
約
二
五

0
0
0
人
が
暮
ら
し
て

は
、
我
が
国
の
南
東
に
位
置
し
、

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
の
刑
事
制
裁

永

田

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
到
達
し
た

（
七
三
七
）

に
第
五
福
竜
丸
が
操
業
中
に

グ
ア
ム
島

(
G
u
a
m
)

憲

史

や
サ



現
在
の
法
状
況
を
見
る
と
、

(
3
)
 

法
源
と
さ
れ
て
い
る
。

を
制
定
し
て
、
日
系
の
ア
マ
タ
・
カ
ブ
ア

(
A
m
a
t
a
K
a
b
u
a
)

大
統
領
の
下
、
自
治
政
府
を
発
足
さ
せ
た
。

一
九
八
六
年
に
は
、

M
i
c
r
o
n
e
s
i
a
)
 

洋
信
託
統
治
領
と
し
て
統
治
し
た
。

二）

の
裁
定
に
よ
り
、
こ
の
地
は
ド
イ
ツ
の
保
護
領
と
な
っ
た
。

社
が
進
出
す
る
と
、

ス
ペ
イ
ン
と
ド
イ
ツ
が
こ
の
地
の
領
有
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
争
っ
た
。

の
は
、
紀
元
後
一
五
―
一
八
年
で
あ
り
、

関
法

第
五
七
巻
五
号

は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
領
有
権
を
主
張
し
た
も
の
の
、
実
質
的
な
統
治
を
行
な
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

断
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

し
て
い
る
。
現
在
、

ス
ペ
イ
ン
人
の
サ
ア
ベ
ド
ラ

（
七
三
八
）

ア
メ

一
九
七
九
年
に
独
自
の
憲
法

一
八
八
五
年
の
教
皇
レ
オ
一
三
世

(
L
e
o

一
九
―
四
年
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
と
、
我
が
国
は
、
日
英
同

盟
を
理
由
に
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
し
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
地
域
を
無
血
占
領
し
た
。
こ
の
地
域
は
、
南
洋
群
島
と
呼
ば
れ
、

国
際
連
盟
の
発
足
と
同
時
に
、
我
が
国
が
委
任
統
治
を
行
な
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
以
後
、
多
く
の
日
本
人
が
こ
の
地
域
に
移
民
し
、

経
済
的
に
発
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
て
我
が
国
が
敗
れ
る
と
、

は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
意
図
に
反
し
て
独
立
を
志
向
し
た
が
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
こ
の
地
域
を
国
際
連
合
の
太
平

一
九
六
五
年
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
設
置
し
た
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
議
会

(
C
o
n
g
r
e
s
s
o
f
 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
事
利
用
計
画
の
提
示
に
よ
り
分

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
憲
法
草
案
を
住
民
投
票
で
否
決
し
、

リ
カ
合
衆
国
と
の
間
で
自
由
連
合
協
定

(
C
o
m
p
a
c
t
o
f
 F
r
e
e
 A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
)

を
調
印
し
て
独
立
し
、
―

1
0
0
一
年
に
は
同
協
定
を
改
定(2
)
 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
基
地
使
用
料
と
自
由
連
合
協
定
に
基
づ
く
財
政
援
助
が
国
家
財
政
を
支
え
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
で
制
定
さ
れ
た
憲
法
及
び
法
令
、
条
約
及
び
協
定
、
不
文
法
た
る
慣
習
な
ど
が

オ
セ
ア
ニ
ア
諸
国
の
よ
う
に
、
①
人
口
が
少
な
く
、
②
領
土
が
点
在
す
る
国
家
に
お
い
て
、
刑
事
司
法
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
て

い
る
か
は
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。
人
口
規
模
が
小
さ
く
、
刑
事
司
法
運
営
に
費
用
や
手
間
を
か
け
難
い
オ
セ
ア
ニ
ア
諸
国
の
刑
事
司
法

一
八
六

0
年
代
以
降
、
欧
米
の
商

(
S
a
a
v
e
d
r
a
)

が
島
々
を
確
認
し
た
。
四
八

一
九
二

0
年
の

一
五
六
五
年
、

ス
ペ
イ
ン



す
る
。

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
の
刑
事
制
裁

以
下
で
は
、
ま
ず
、

刑
事
司
法
運
営
の
実
態
に
迫
る
こ
と
と
し
た
い
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

S
o
u
t
h
 Pacific) 

制
度
を
参
考
に
す
る
こ
と
は
、
①
比
較
法
的
関
心
を
満
た
し
、
②
刑
種
の
少
な
い
我
が
国
に
新
た
な
刑
事
制
裁
の
可
能
性
を
も
た
ら
し
、

③
将
来
、
我
が
国
の
地
方
公
共
団
体
が
犯
罪
者
の
処
罰
や
処
遇
を
行
な
う
際
に
役
立
つ
知
見
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

(
4
)
 

ト
ン
ガ
王
国
に
続
い
て
、

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
の
刑
事
制
裁
を
紹
介
し
、
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

ス
ペ
イ
ン
、

ド
イ
ツ
、
日
本
、

法
制
度
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
を
追
究
す
る
点
で
も
興
味
深
い
。
今
回
も
、
南
太
平
洋
大
学

(
T
h
e
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 o
f
 t
h
e
 

の
人
文
科
学
及
び
法
学
部

(
F
a
c
u
l
t
y
o
f
 A
r
t
s
 a
n
d
 L
a
w
)
 

太
平
洋
島
嶼
法
情
報
研
究
所

(Pacific
I
s
l
a
n
d
s
 L
e
g
a
l
 I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
 Institute ;
 Pa
c
L
I
I
)

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
提
供
し
て
い
る

(
5
)
 

(
P
a
c
L
I
I
 D
a
t
a
b
a
s
e
s
)
 

条
文
も
英
語
で
入
手
で
き
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
刑
事
司
法
制
度
に
つ
い
て
、
条
文
を
手
掛
か
り
に
紹
介
す
る
こ
と
と
し
、
可
能
な
限
り
、

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
の
刑
事
裁
判
制
度
に
つ
い
て
概
観
し
た
上
で
、
刑
事
制
裁
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ
と
と

(

1

)

N

 
orn, J. 
G., 
T
h
e
 R
e
p
u
b
l
i
c
 of the M
a
r
s
h
a
l
l
 Islands, 
In: 
N
t
u
m
y
,
 M
.
A
.
 (
G
e
n
e
r
a
l
 Ed.), 
S
o
u
t
h
 Pacific Islands L
e
g
a
l
 S
y
s
t
e
m
s
 

(University of H
a
w
a
i
i
 Press, 1
9
9
3
)
,
 
p. 
1
0
0
,
 
1
0
0
;
 
印
東
道
子
「
先
史
時
代
の
オ
セ
ア
ニ
ア
」
山
本
真
鳥
編
『
オ
セ
ア
ニ
ア
史
』
（
山
川
出
版

社
、
二

0
0
0
)

一
七
頁
以
下
、
三
五
ー
三
八
頁
。

(
2
)

一
連
の
歴
史
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、

N
orn, 
s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 1
,
 
at 1
0
0ー

1
0
3
;

増
田
義
郎
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
太
平
洋
探
検
」
山
本
編
・
前
掲

注
(
1
)四
六
頁
以
下
、
五
ニ
ー
五
三
頁
、
須
藤
健
一
「
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
史
」
山
本
編
•
前
掲
注

(
1
)
-
―
―
―
四
頁
以
下
、
一
―
―
―
七
ー
三
四
九
頁
。

(

3

)

N

 orn, 
s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 1, 
at 1
0
3ー

1
0
5
.

法
令
に
は
、
議
会
（
ニ
テ
ィ
ラ
ジ
ャ
;
Nitilaja)

が
制
定
し
た
法
律
だ
け
て
な
く
、
憲
法
制
定
前
に
成

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

四
九

の
法
学
科

(
S
c
h
o
o
l
o
f
 L
a
w
)
 
の
関
連
施
設
で
あ
る
、

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
は
英
語
を
公
用
語
と
し
て
い
る
た
め
、

（
七
三
九
）

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
統
治
者
の
変
遷
を
経
験
し
て
お
り
、



関
わ
る
事
件
の
第
一
審
の
管
轄
を
有
ず
る
。
法
定
刑
が
四
O
O
O
U
S
D

衆
国
ド
ル

第
五
七
巻
五
号

立
し
て
い
た
信
託
統
治
領
法
典

(
T
r
u
s
t
T
e
r
r
i
t
o
r
y
 C
o
d
e
)

の
う
ち
、
議
会
が
承
認
し
た
も
の
も
含
む
。

(
4
)

拙
稿
「
ト
ン
ガ
王
国
の
刑
事
制
裁
」
関
西
大
学
法
学
論
集
五
六
巻
四
号
(
―

1
0
0
六
）
七
五
頁
以
下
。

(
5
)
 
http
ミ
paclii.org.
v
u
 ¥
．
ミ
ラ
ー
サ
イ
ト
は
、
h
t
t
p
:
/＼
 
w
w
w
.
p
a
c
l
i
i
.
o
r
g
 ¥．
 

ま
ず
、
刑
事
制
裁
が
ど
の
よ
う
な
手
続
で
科
さ
れ
る
か
を
見
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。

(
6
)
 

刑
事
事
件
に
お
い
て
は
、
地
域
裁
判
所

(
C
o
m
m
u
n
i
t
y
C
o
u
r
t
)

が
軽
微
事
件
の
第
二
番
と
な
る
。
法
定
刑
が
四

0
0
ア
メ
リ
カ
合

(
U
S
D
)
 

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

四
O
O
O
U
S
D

関
法

（
約
四
四

0
0
0
円。

拘
禁
刑

(
i
m
p
r
i
s
o
n
m
e
n
t
)

1
U
S
D
-

（
七
四
O
)

1
0
円
で
換
算
。
以
下
同
じ
）
以
下
の
罰
金
刑

(fine)

又
は
六
月
以
下
の

と
さ
れ
て
い
る
犯
罪
に
関
わ
る
事
件
の
管
轄
を
有
す
る
。

裁
判
所
が
置
か
れ
て
い
る
。
各
裁
判
所
は
、
統
括
裁
判
官

(
P
r
e
s
i
d
i
n
g
J
u
d
g
e
)
 

地
域
裁
判
所
か
ら
の
上
訴
審
と
主
に
中
程
度
の
事
件
の
第
一
審
と
な
る
の
が
地
方
裁
判
所

(District
C
o
u
r
t
)
 

(
7
)
 

で
あ
る
。
法
定
刑
が

（
約
四
四
万
円
）
以
下
の
罰
金
刑
又
は
一
二
年
未
満
の
拘
禁
刑
と
さ
れ
て
い
る
犯
罪
に
関
わ
る
事
件
の
第
一
審
の
管
轄
を

有
す
る
。
統
括
裁
判
官

(
P
r
e
s
i
d
i
n
g
J
u
d
g
e
)
 
と
―
一
人
の
陪
席
裁
判
官

(
A
s
s
o
c
i
a
t
e
J
u
d
g
e
)
 

地
方
裁
判
所
か
ら
の
上
訴
審
と
主
に
重
大
事
件
の
第
一
審
と
な
る
の
が
高
等
裁
判
所

(
H
i
g
h
C
o
u
r
t
)
 

刑
事
裁
判
制
度

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

(
8
)
 

で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
犯
罪
に

（
約
四
四
万
円
）
を
超
え
る
罰
金
刑
又
は
三
年
以
上
の
拘
禁
刑

と
さ
れ
て
い
る
犯
罪
に
関
わ
る
事
件
に
つ
い
て
は
必
ず
第
一
審
と
な
る
。
高
等
裁
判
所
長
官

(
C
h
i
e
f
J
u
s
t
i
c
e
)
 
と
二
人
の
陪
席
判
事

と
二
人
の
陪
席
裁
判
官

(
A
s
s
o
c
i
a
t
e
J
u
d
g
e
)
 
に

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
全
土
に
二
四
の
地
域

五
〇
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(<.o) 
Constitution of Republic of the Marshall Islands, 
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マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
の
刑
事
制
裁

ま
た
、
有
罪
認
定
さ
れ
た
場
合
で
量
刑
が
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
と
き
に
は
、
内
閣
が
最
善
と
思
料
す
る
期
間
及
び
条
件
の
下
で
、
恩

(17) 

と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
p
a
r
o
l
e
)
 

五

(18) 

被
害
物
件
の
所
有
者
に
対
し
て
現
物
返
還
を
行
な
う
よ
う
犯
罪
者
に
求
め
る
刑
事
制
裁
で
あ
る
。
不
良
若
し
く
は
違
法
な
商
品
の
販
売
、

購
入
、
使
用
若
し
く
は
所
有
又
は
他
者
に
故
意
に
損
害
を
与
え
る
行
為
に
よ
る
犯
罪
に
対
し
て
科
さ
れ
る
。
他
の
刑
闘
に
追
加
し
て
又
は

代
替
し
て
科
さ
れ
る
。

現
物
返
還
が
困
難
又
は
不
可
能
で
あ
る
場
合
、
次
に
述
べ
る
被
害
弁
償
が
求
め
ら
れ
る
。

現
物
返
還
を
刑
事
法
に
規
定
す
る
こ
と
は
、
民
刑
の
分
離
の
観
点
か
ら
妥
当
て
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
現
物
返
還
が
求

め
ら
れ
る
原
因
と
な
っ
た
の
は
、
犯
罪
な
の
で
あ
る
か
ら
、
被
害
回
復
の
問
題
を
刑
事
の
場
面
か
ら
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
妥
当
で

な
い
。
ま
た
、
被
害
の
内
容
を
表
示
・
表
現
す
る
こ
と
で
、
犯
罪
者
に
自
己
が
惹
起
し
た
結
果
を
認
識
さ
せ
、
改
善
•
更
生
・
社
会
復
帰

の
契
機
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
被
害
者
の
思
い
出
の
品
の
よ
う
に
、
客
観
的
な
金
銭
的
価
値
は
低
い
も
の
の
、
主
観
的
に
価
値

が
高
い
物
に
つ
い
て
は
、
被
害
弁
償
よ
り
も
現
物
返
還
を
求
め
る
必
要
性
は
大
き
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
刑
事
制
裁
と

し
て
「
現
物
返
還
命
令
」
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

2
．

現

物

返

還

以
下
、
刑
事
制
裁
を
順
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

赦

(
p
a
r
d
o
n
)

又
は
パ
ロ
ー
ル

（七四―-）



4
．

罰

金

刑

れ
る
。

第
五
七
巻
五
号

（
七
四
四
）

(20) 

被
害
者
に
対
し
て
金
銭
を
支
払
う
よ
う
犯
罪
者
に
求
め
る
刑
事
制
裁
で
あ
る
。
不
良
若
し
く
は
違
法
な
商
品
の
販
売
、
購
人
、
使
用
若

し
く
は
所
有
又
は
他
者
に
故
意
に
損
害
を
与
え
る
行
為
に
よ
る
犯
罪
に
対
し
て
科
さ
れ
る
。
他
の
刑
罰
に
追
加
し
て
又
は
代
替
し
て
科
さ

過
度
の
剥
奪

(
e
x
c
e
s
s
i
v
e
d
e
p
r
i
v
a
t
i
o
n
s
)
 
と
な
る
こ
と
は
、
憲
法
上
、
禁
止
さ
れ
て
い
糾
°

被
害
弁
償
を
行
な
わ
な
い
又
は
行
な
え
な
い
場
合
の
制
裁
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。

現
物
返
還
と
同
様
、
被
害
回
復
の
問
題
を
刑
事
の
場
面
か
ら
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
は
妥
当
で
な
く
、
被
害
の
内
容
を
表
示
・
表
現

す
る
こ
と
で
、
犯
罪
者
に
自
己
が
惹
起
し
た
結
果
を
認
識
さ
せ
、
改
善
•
更
生
・
社
会
復
帰
の
契
機
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、

(22) 

我
が
国
に
お
い
て
も
、
刑
事
制
裁
と
し
て
「
被
害
弁
償
命
令
」
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
被
害
弁
償
の
実
効
化
を
図
り
つ
つ
、
支

払
能
力
の
全
く
な
い
者
を
処
罰
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
、
被
害
弁
償
が
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
行
な
わ
な
い
場

(23) 

合
に
は
、
拘
禁
刑
を
含
め
た
刑
事
制
裁
を
賦
科
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

の
罰
金
刑

(
e
x
c
e
s
s
i
v
e
fines) 

(24) 

国
庫
に
金
銭
の
支
払
を
求
め
る
刑
罰
で
あ
る
。
裁
判
所
は
法
定
刑
の
範
囲
内
で
公
正
と
考
え
る
額
を
賦
科
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
過
度

(25) 

は
、
憲
法
上
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
不
払
と
な
っ
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
聴
聞
を
行
な
い
、
賦
科
し
う

る
拘
禁
刑
の
上
限
を
超
え
な
い
期
間
を
定
め
て
、
そ
の
者
を
拘
禁
刑
に
処
す
る
よ
う
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
指
示
は
、
罰
金
額

が
支
払
わ
れ
る
か
、
定
め
ら
れ
た
拘
禁
期
間
が
経
過
す
る
ま
で
、
裁
判
所
が
公
正
と
考
え
る
よ
う
に
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
不
払
を

3
．

被

害

弁

償

関
法

五
四



マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
の
刑
事
制
裁

理
由
に
拘
禁
で
き
る
の
は
、
合
理
的
な
時
間
が
与
え
ら
れ
、
支
払
の
た
め
の
財
産
を
有
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
支
払
わ
な
い
場
合
に

(26) 

限
定
さ
れ
る
。

――1
0
万
円
）

最
高
刑
は
、
公
務
員
が
職
務
執
行
を
装
っ
て
一
万
U
S
D

(27) 

で
あ
る
。

-
O
O
U
S
D
 

こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、

五
五

の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

（
約
三

（約―

1
0
0
0
円
）
以
内
の
罰
金
刑
が
言
い
渡
さ
れ
た
場
合
、
内
閣
が
最
善
と
思
料
ず
る
期
間
及
び
条
件
の
下
で
、

(28) 

恩
赦
又
は
パ
ロ
ー
ル
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

交
通
犯
罪
の
よ
う
な
重
罪

(
f
e
l
o
n
y
)

以
外
の
犯
罪
で
起
訴
さ
れ
た
場
合
、
裁
判
所
の
聴
聞
や
弁
護
士
の
助
言
な
く
し
て
犯
罪
を
認
め
、

(29) 

標
準
的
な
罰
金
額
を
支
払
う
こ
と
が
て
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
不
払
を
理
由
に
す
る
拘
禁
が
制
限
さ
れ
て
い
る
の
は
、

等
の
規
定
と
調
和
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
不
払
に
対
し
て
、
直
ち
に
拘
禁
す
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
適
正
手
続
保
障
に
欠

(30) 

マ
ー
シ
ャ
ル
共
和
国
憲
法
の
適
正
手
続
保
障
と
法
の
下
の
平

け
る
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に
、
支
払
能
力
の
な
い
者
を
拘
禁
す
る
こ
と
と
な
れ
ば
、
法
の
下
の
平
等
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
で
あ
る
。

(32) 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

我
が
国
の
場
合
、
不
払
に
対
し
て
、
犯
罪
者
の
事
情
な
ど
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、
自
動
的
に
労
役
場
留
置
へ
と
移
行
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
適
正
手
続
保
障
（
憲
法
三
一
条
）
や
法
の
下
の
平
等
（
憲
法
―
四
条
）

(33) 

の
よ
う
に
、
不
払
時
の
対
応
と
し
て
、
支
払
猶
予
や
分
割
払
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
手
段
を
用
意
し
、
ま
ず
は
、
そ
れ
ら
の
手
段
の
検

討
及
び
利
用
を
行
な
う
よ
う
改
め
る
べ
き
で
あ
る
。
自
由
刑
や
労
役
場
留
置
の
利
用
は
、
例
え
ば
、
資
産
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
資

産
を
隠
匿
す
る
な
ど
し
て
支
払
を
免
脱
し
よ
う
と
す
る
悪
質
な
者
な
ど
に
限
定
す
る
べ
ぎ
で
あ
る
。

（
七
四
五
）

（約―

1
0
万
円
）
以
上
の
私
的
利
益
を
得
た
場
合
の
三
万
U
S
D



6
．

営

業

停

止

独
立
し
て
賦
科
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

5
．

没

収

第
五
七
巻
五
号

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
の
よ
う
に
、

次
に
、
主
に
交
通
犯
罪
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
簡
易
な
手
続
は
、
被
告
人
の
負
担
だ
け
で
な
く
、
刑
事
司
法
運
営
の
負
担
を
も
減
ら
す

た
め
の
方
策
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
制
度
は
、
適
正
手
続
保
障
を
保
障
し
つ
つ
、
手
続
を
簡
略
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
我
が
国
の

交
通
反
則
通
告
制
度
に
基
づ
く
交
通
反
則
金
の
賦
科
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
我
が
国
の
交
通
反
則
金
は
、
裁

判
を
受
け
る
権
利
（
憲
法
三
二
条
）

や
適
正
手
続
保
障
（
憲
法
三
一
条
）
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
違
憲
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
上
、

(34) 

「
わ
ず
か
な
金
さ
え
払
え
ば
」
と
い
う
意
識
を
蔓
延
さ
せ
る
も
の
で
、
実
効
性
に
も
疑
問
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

(35) 

国
家
又
は
地
方
政
府
が
犯
罪
者
の
所
有
又
は
占
有
す
る
物
を
剥
奪
す
る
刑
事
制
裁
で
あ
る
。
不
良
若
し
く
は
違
法
な
商
品
の
販
売
、
購

入
、
使
用
若
し
く
は
所
有
又
は
他
者
に
故
意
に
損
害
を
与
え
る
行
為
に
よ
る
犯
罪
に
対
し
て
科
さ
れ
る
。
他
の
刑
罰
に
追
加
し
て
又
は
代

替
し
て
科
さ
れ
る
。

過
度
の
剥
奪

(
e
x
c
e
s
s
i
v
e
d
e
p
r
i
v
a
t
i
o
n
s
)
 

関
法

(36) 

と
な
る
こ
と
は
、
憲
法
上
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

我
が
国
で
は
、
没
収
刑
が
付
加
刑
と
な
っ
て
お
り
、
独
立
し
て
賦
科
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

(37) 

販
売
や
営
業
の
場
所
を
一
定
期
間
無
効
と
し
た
り
、
停
止
し
た
り
す
る
刑
事
制
裁
で
あ
る
。
有
害
な
商
品
の
販
売
や
違
法
な
営
業
行
為

に
関
す
る
犯
罪
に
対
し
て
科
さ
れ
う
る
。
他
の
刑
罰
に
追
加
し
て
又
は
代
替
し
て
科
さ
れ
る
。

五
六

（
七
四
六
）



マ
ー
シ
ャ
ル
語
島
共
和
国
の
刑
事
制
裁

と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(38) 

居
所
を
特
定
の
地
域
に
限
定
し
、
そ
の
地
域
内
で
暮
ら
し
続
け
る
よ
う
犯
罪
者
に
命
ず
る
刑
事
制
裁
で
あ
る
。
高
等
裁
判
所
が
科
し
う

る
。
他
の
刑
罰
に
追
加
し
て
又
は
代
替
し
て
科
さ
れ
る
。
そ
の
期
間
は
、
賦
科
し
う
る
拘
禁
刑
の
上
限
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

一
定
の
場
所
で
暮
ら
し
、
家
族
や
就
業
先
と
の
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
で
再
犯
の
防
止
が
図
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
改
善
•
更
生
・
社
会
復
帰
に
役
立
つ
と
言
え
る
。
特
に
、

実
効
性
が
確
保
さ
れ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
軽
微
事
犯
や
他
害
性
の
乏
し
い
者
の
刑
務
所
へ
の
収
容
を
回
避
ず
る
と
い
う
目
的

我
が
国
で
は
、
保
護
観
察
の
一
般
遵
守
事
項
と
し
て
、
住
居
を
定
め
、
居
住
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

号
、
四
号
。
三
九
条
三
項
•
四
二
条
、
五
一
条
二
項
五
号
参
照
）
。
し
か
し
、
対
象
者
が
行
方
を
く
ら
ま
し
、
再
犯
に
及
ぶ
事
例
も
問
題

7
．
居
所
指
定
命
令

五
七

我
が
国
で
は
、
業
務
停
止
命
令
な
ど
の
行
政
処
分
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
刑
事
制
裁
と
し
て
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
企

業
な
ど
に
と
っ
て
は
、
業
績
や
会
社
の
存
続
な
ど
に
直
結
す
る
実
効
性
の
あ
る
重
い
制
裁
と
な
る
こ
と
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

業
務
停
止
命
令
に
よ
り
、
大
手
生
命
保
険
会
社
が
契
約
高
を
大
き
く
減
少
さ
せ
、
業
界
三
位
か
ら
四
位
に
転
落
し
た
り
、
商
品
先
物
取
引

会
社
が
事
実
上
倒
産
し
た
り
す
る
な
ど
の
例
が
あ
り
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
十
分
な
手
続
保
障
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
犯
罪
に
対
し
て
過
度
又
は
過
小
な
制
裁
と
な
ら
な
い
よ
う
、
他
の
刑
事
制
裁
の
賦
科
量
と
総
合
的
に
判
断
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
刑
事
制
裁
と
し
て
「
業
務
停
止
命
令
」
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
局
共
和
国
で
は
、
比
較
的
小
さ
な
地
域
共
同
体
が
多
く
、

（
更
生
保
護
法
五

0
条
三

一
定
の
住
居
に
居
住
す
る
こ
と
の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
、
保
護
観
察
の
対
象

（
七
四
七
）



者
に
欧
米
で
導
入
さ
れ
て
い
る
電
子
監
視

(electric
s
u
r
v
e
i
l
l
a
n
c
e
)

を
付
す
べ
き
で
あ
る
。

裁
判
所
は
、
拘
禁
刑
を
賦
科
す
る
場
合
に
、
司
法
の
目
的
、
公
共
の
最
善
の
利
益
、
被
告
人
の
利
益
を
考
慮
し
、
期
間
と
条
件
を
定
め

(39) 

て
、
刑
の
宣
告
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
刑
の
宣
告
猶
予
の
期
間
は
、
賦
科
し
う
る
拘
禁
刑
の
上
限
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、

無
期
刑
の
場
合
に
は
、
刑
の
宣
告
猶
予
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
裁
判
所
は
、
刑
の
宣
告
猶
予
と
同
時
に
、
犯
罪
者
を
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
し
、

プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー

窃
u
p
e
r
v
i
s
i
o
n
)

第
五
七
巻
五
号

に
服
す
よ
う
犯
罪
者
に
命
じ
る
。

プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
条
件
に
違
反
し
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
再
逮
捕
令
状
を
発
付
し
、
聴
聞
及
び
対
象
者
に
と
っ
て
不
利
益
な
証
拠
ヘ

(40) 

の
反
証
の
機
会
を
与
え
、
条
件
違
反
が
あ
っ
た
と
考
え
る
場
合
に
は
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン

(41) 

が
取
消
さ
れ
た
場
合
、
裁
判
所
は
、
宣
告
を
猶
予
し
て
い
た
刑
を
言
い
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

裁
判
所
は
、

(42) 

プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
期
間
中
に
刑
の
宣
告
猶
予
の
期
間
又
は
条
件
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
所
は
、
善
行
や
改
善

が
見
ら
れ
た
場
合
、
司
法
の
目
的
、
公
共
の
最
善
の
利
益
、
被
告
人
の
利
益
を
考
慮
し
て
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
解
除
し
、
刑
の
宣
告
を
終

(43) 

局
的
に
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
有
罪
認
定
が
無
効
と
さ
れ
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
る
。

我
が
国
に
お
い
て
は
、
宣
告
猶
予
が
導
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、
保
護
観
察
も
、
保
護
処
分
と
し
て
の
も
の

を
除
い
て
は
、
独
立
の
刑
事
制
裁
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
刑
の
宣
告
猶
予
は
、
有
罪
認
定
を
行
な
い
、
保
護
観
察
を
賦
科
す
る
法
的
根
拠

を
与
え
る
点
で
、
起
訴
猶
予
よ
り
も
優
れ
て
い
る
。
ま
た
、
保
護
観
察
の
取
消
し
時
に
、
取
消
し
に
至
る
事
情
を
取
り
込
ん
で
刑
の
宣
告

8
．
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン

関
法

(
p
r
o
b
a
t
i
o
n
 
officer) 

（
少
年
法
二
四
条
一
項
一
号
）

又
は
裁
判
所
が
指
定
す
る
者
に
委
託
し
、

五
八

（
七
四
八
）

そ
の
者
の
監
督



マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
の
刑
事
制
裁

米
で
は
、
簡
単
で
軽
い
作
業
が
中
心
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

猶
予
と
な
っ
て
い
た
事
件
に
つ
い
て
量
刑
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
点
で
、
執
行
猶
予
よ
り
も
優
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
我
が
国
に
お

い
て
も
、
事
実
認
定
手
続
と
量
刑
手
続
を
二
分
化
し
、
刑
の
宣
告
猶
予
を
導
入
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
保
護
観
察
を
独
立
の
刑
事
制
裁

(44) 

と
し
て
賦
科
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
者
の
身
体
的
能
力
に
合
わ
せ
て
、
公
共
事
業

(
p
u
b
l
i
c
p
r
o
j
e
c
t
)
 

(45) 

に
従
事
さ
せ
、
重
労
働
を
行
な
わ
せ
る
刑
事
制
裁
て
あ
る
。

拘
禁
刑
を
賦
科
で
き
る
場
合
で
、
裁
判
所
が
そ
れ
が
最
善
で
あ
る
と
考
え
る
と
き
に
は
、
拘
禁
刑
の
賦
科
に
代
え
て
、
賦
科
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
期
間
は
、
賦
科
し
う
る
拘
禁
刑
の
上
限
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

一
般
に
、
奴
隷
的
か
つ
非
自
発
的
苦
役

(
s
l
a
v
e
r
y
a
n
d
 i
n
v
o
l
u
n
t
a
r
y
 s
e
r
v
i
t
u
d
e
)
 

マ
ー
シ
ャ
ル(46) 

諸
島
共
和
国
憲
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
刑
事
制
裁
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
許
さ
れ
る
と
の
規
定
が
置
か
れ
て
お
り
、

な
お
、
逮
捕
さ
れ
た
者
に
対
し
て
、
司
法
長
官
又
は
そ
の
代
行
者
の
同
意
を
得
て
、
そ
の
者
の
身
体
的
又
は
精
神
的
能
力
に
合
わ
せ
て
、

(47) 

公
共
事
業
又
は
公
共
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
事
さ
せ
、
労
働
を
行
な
わ
せ
る
こ
と
で
、
訴
追
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

労
働
刑
は
、
欧
米
で
導
入
さ
れ
て
い
る
杜
会
奉
仕
命
令

(
c
o
m
m
u
n
i
t
y
s
e
r
v
i
c
e
 o
r
d
e
r
)
 

ま
た
、
拘
禁
刑
て
求
め
ら
れ
て
い
る
の
と
同
じ
重
労
働
を
科
す
点
で
拘
禁
刑
と
共
通
し
て
お
り
、
拘
禁
刑
の
代
替
で
あ
る
こ
と
が
よ
り
明

確
で
あ
る
。

違
憲
と
は
な
ら
な
い
。

重
労
働
を
科
す
こ
と
は
、

9
．

労

働

刑

五
九

と
し
て
、

に
類
似
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
欧

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
で
は
、
重
労
働
が
求
め
ら
れ
て
い
る
点
で
異
な
る
。

（
七
四
九
）



10
．
拘

禁

刑 第
五
七
巻
五
号

(51) 

の
場
合
の
無
期
刑
で
あ
る
。

（
七
五
0
)

我
が
国
に
お
い
て
も
、
作
業
の
確
保
な
ど
の
難
点
を
解
決
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
社
会
奉
仕
命
令
の
導
入
を
検
討
す
る
べ
ぎ
て
あ
る
。

訴
追
に
代
え
て
、
労
働
を
行
な
わ
せ
る
制
度
は
、
訴
追
及
び
審
理
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
有
罪
認
定
な

く
し
て
実
質
的
に
刑
事
制
裁
を
賦
科
す
る
制
度
で
あ
っ
て
、
適
正
手
続
保
障
に
欠
け
る
点
で
問
題
が
あ
る
。

刑
務
所

(
p
r
i
s
o
n
)

に
拘
禁
し
、
重
労
働
を
行
な
わ
せ
る
刑
事
制
裁
で
あ
る
。

一
八
歳
未
満
の
者
を
拘
禁
し
、
重
労
働
を
行
な
わ
せ
る
(48) 

こ
と
は
、
残
虐
か
つ
尋
常
で
な
い
刑
事
制
裁

(cruel
a
n
d
 u
n
u
s
u
a
l
 p
u
n
i
s
h
m
e
n
t
)

に
あ
た
る
と
し
て
、
憲
法
上
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
。(49) 

裁
判
所
は
、
拘
禁
刑
を
賦
科
す
る
際
に
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
内
の
任
意
の
場
所
を
拘
禁
場
所
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(50) 

さ
ら
に
、
内
閣
は
拘
禁
場
所
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

最
高
刑
は
、
第
一
級
謀
殺

(
m
u
r
d
e
r
i
n
 t
h
e
 first d
e
g
r
e
e
)
 

拘
禁
刑
を
賦
科
す
る
場
合
、
刑
の
宣
告
を
猶
予
し
、

論
じ
た
通
り
で
あ
る
。

プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
。
詳
細
は
、
プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
項
で

ま
た
、
裁
判
所
が
適
切
と
思
料
す
る
善
行
及
び
条
件
を
付
し
て
刑
の
執
行
を
猶
予
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
別
罪
で
有
罪
認
定
さ
れ
た
場

(52) 

合
、
刑
の
執
行
猶
予
が
取
消
さ
れ
、
原
則
と
し
て
、
猶
予
さ
れ
て
い
た
刑
が
執
行
さ
れ
る
。

六
月
以
内
の
拘
禁
刑
が
言
い
渡
さ
れ
た
場
合
、
内
閣
が
最
善
と
思
料
す
る
期
間
及
び
条
件
の
下
で
、
恩
赦
又
は
パ
ロ
ー
ル
と
す
る
こ
と

(53) 

が
で
き
る
。

拘
禁
刑
だ
け
が
法
定
刑
と
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
現
物
返
還
、
被
害
弁
償
、
没
収
、
営
業
停

関
法
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ャ
ル
諸
島
共
和
国
の
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に
な
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て
い
る
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六

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
で
は
、
現
物
返
還
、
被
害
弁
償
、
罰
金
刑
、
没
収
、
営
業
停
止
、
居
所
指
定
命
令
、

プ
ロ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
労
働
刑
、
拘
禁
刑
の
九
種
類
の
刑
事
制
裁
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
現
物
返
還
、
被
害
弁
償
、
営
業
停
止
、

労
働
刑
は
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
「
現
物
返
還
命
令
」
、
「
被
害
弁
償
命
令
」
、
「
業
務
停
止
命
令
」
、
「
社
会
奉
仕
命
令
」
と
し
て
、
刑
事

制
裁
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、
刑
の
宣
告
猶
予
を
導
入
し
、
合
わ
せ
て
、
保
護
観
察
を
独
立
の
刑
事
制
裁
と

一
定
の
住
居
に
居
住
す
る
こ
と
を
実
効
化
す
る
た
め
、
電
子
監
視
を
保
護
観
察
の
対
象
者
に
付
す
べ
き
で
あ

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
の
刑
事
制
裁
の
多
く
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
て
見
受
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
主
に
ア
メ
リ
カ
法
の

影
響
を
受
け
な
が
ら
、
種
々
の
刑
事
制
裁
を
規
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
多
く
が
、
拘
禁
刑
に
代
え
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
ぎ

る
と
さ
れ
て
お
り
、
拘
禁
刑
の
弊
害
を
回
避
し
、
執
行
費
用
を
抑
え
つ
つ
、
個
々
の
犯
罪
者
に
合
わ
せ
た
刑
事
制
裁
を
選
択
で
き
る
よ
う

今
後
、
機
会
を
見
つ
け
て
、
刑
事
制
裁
の
運
用
が
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
研
究
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

る。

拙
稿
「
ト
ン
ガ
王
国
の
刑
事
制
裁
」
関
西
大
学
法
学
論
集
五
六
巻
四
号
（
二

0
0
六
）
七
五
頁
以
下
に
誤
り
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
場
を
借
り
て
、

以
下
の
よ
う
に
訂
正
い
た
し
ま
す
。

す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、

（翌

四

．

お

わ

り

に

（七五一―-）
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